
 

様式３ 
令和７年度学生支援プロジェクト事業最終報告書 

みんなで防災 2025！ 

～知る・備える・助け合う～ 

代表者  松野京介 （創造工学部創造工学科２年） 

 

１. 目的と概要 

 このプロジェクト事業は、地域住民や香川大学生を対象とした防災啓発活動を行うこ

とにより、防災の知識や香川大学の防災に関する取り組みを発信し、防災について関心

を持つ機会を創出することで、地域の防災力を高めることを目的としています。大学祭

をはじめとしたイベントへの参加や、絵手紙交流の実施など、地域とのかかわりを大切

に、活動を行います。 

 

 

２. 実施期間（実施日） 

令和７年 4月 1日から 令和 8年 3月 31日まで 

 

 

３. 成果の内容及びその分析・評価等 

このプロジェクト事業は、防災啓発活動として 2つの内容を実施しました。 

(1)大学祭 

大学祭では、10月 25日（土）に参加し、香川大学幸町キャンパス研究交流棟の 1

階で実施しました。詳細としては、非常持ち出し袋の展示（高齢者用、女性用、小

さい子供用、大人用の 4 種類）、無線ゲーム、炊き出し訓練、香川大学防災サポー

トチーム（香川大学防災士クラブ・高松市機能別分団）の紹介に加え、自衛隊、警

察、消防の方にもご協力いただき、車両展示や業務に関する相談コーナー、活動の

展示、制服着用体験などを行いました。 

約 400 名の方に参加していただき、子供から大人まで参加をしていただき防災を知

ってもらうきっかけになりました。特に、今年度は炊き出し訓練で麻婆豆腐を作っ

たことで大学生も参加が多く他のブースも見てくれるなどの好循環が現れたと思っ

ています。その他にも、自衛隊、警察、消防の方々の車両展示も好評で親子連れが

興味を持ち来て写真撮影や交流をしていました。参加した方々が楽しそうな顔で帰

ってくれたことが何よりのやりがいだと思っています。 



 

（大学祭の様子） 

 

(2)絵手紙プロジェクト 

絵手紙プロジェクトは、地域の高齢者の方と絵手紙を通じて交流を広げることを

目的に活動しています。絵手紙プロジェクトでの交流を通じて、防災活動への参加

につなげていきたいと考えています。絵手紙プロ

ジェクトでは、二番丁地区と亀阜地区で活動をし

ています。それぞれの地区において、亀阜地区で

は 5名、二番丁地区では 6名の高齢者の方々と絵

手紙を通じて交流を行っています。活動内容とし

ては、毎月 1回ほどのベースで絵手紙のやり取り

を行っています。また、今年度は、7 月と 2 月に

亀阜地区で、また 2月に二番丁地区で対面交流会

を実施しました。 

                        （絵手紙プロジェクトの様子） 

 

 



 

４. この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

 このプロジェクト事業を実施したことにより、学内にとどまらず、学外の方の防災力

の向上に貢献できたと考えています。大学祭では、香川大学の特色のある仕組みである

「防災士養成プログラム」や高松市機能別分団について知ってもらうことができまし

た。大学祭当日では、学生は防災士クラブや高松市機能別分団のビブスを着て活動を行

いました。大学生の活動が地域の方々にも伝わる瞬間だと感じました。また、今回は大

学生の参加も多かったため大学生をはじめとする参加をしてくださった方への防災へ

の関心を底上げすることができたのではないかと思っています。 

 

 

 

５. 自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

 大学祭への参加や絵手紙プロジェクトの活動を通して、協調性や積極性を身に着ける

ことができました。活動をしていく中で、自分一人で活動をすることはなく、同じチー

ムの仲間と協力しながら活動や準備を行いました。またあ、イベント当日を迎えた日、

様々な困難がありましたが、周りのメンバーと協力し、声を掛け合って活動を行ったこ

とで乗り越えることができました。また、周りに頼ってばかりではなく、自分から声を

かけて行動することの大切さを学びました。 

 

 

 

６. 反省点・今後の展望（計画）・感想等 

このプロジェクトの事業の反省点は、準備が遅れたことです。夏休み期間をうまく活用

することができず、チームでの話し合いの場をうまく作れませんでした。次回以降、チ

ームとの連携を当日だけでなく準備の段階から発揮していきたいです。早めの準備調整

をおこうことで当日を無理なく迎えることの重要性を学びました。また、外部の方との

活動も多いため早めの準備が信頼へつながるということも学びました。今後も活動は続

くため今年度の反省を生かしより良い活動へと進化させていきます。 

 

 

 

７. 実施メンバー 

代表者 松野 京介（創造工学部２年） 

構成員  

佐野 朝瞳（創造工学部４年） 

岡邉 克哉（創造工学部４年） 

上村 虹輝（創造工学部４年） 

清船 竜馬（創造工学部４年） 

佐伯 聡介（創造工学部４年） 

笹岡 卓実（創造工学部４年） 



 

玉光 陸人（創造工学部４年） 

地浦 花菜（創造工学部４年） 

内藤 千晴（創造工学部４年） 

中川 陸太郎（創造工学部４年） 

西山 佳那（創造工学部４年） 

濱口 杏花（創造工学部４年） 

原 絵里奈（創造工学部４年） 

平田 怜央（創造工学部４年） 

堀切 瑞月（創造工学部４年） 

松浦 大輔（創造工学部４年） 

三宅 康心（創造工学部４年） 

若林 涼（創造工学部４年） 

勝浦 弓葵（教育学部４年） 

小野 琴子（教育学部４年） 

岩本 知優（農学部４年） 

武田 奈々（農学部４年） 

六車 謙伸（農学部３年） 

高濱 有佐（教育学部３年） 

山下 ひとみ（教育学部３年） 

中村 空（教育学部３年） 

小幡 彩花（法学部３年） 

木村 舞衣（法学部３年） 

濱岡 小羽来（法学部３年） 

前田 すみ（法学部３年） 

横山 夕藍（法学部３年） 

大宿 陽輝（創発科学研究科２年） 

西田 有字（創発科学研究科２年） 

青木 湖春（医学部３年） 

 

８. 執行経費内訳書 

配 分 予 算 額 71,794円 

執行経費（品目等） 数量 単価(円) 金額(円) 備 考 

チラシ印刷費 

キッチンペーパー 

紙コップ 

プラスチックスプーン 

丼ぶりのお椀（発泡スチロール） 

ホットケーキミックス 

アイラップ 

カセットボンベ 

携帯おにぎり 

アルファ米 尾西のごはん 

ラクサック 

ダイカットリュック 

紙コップ 

3700 

3 

1 

1 

2 

2 

1 

3 

6 

2 

1 

1 

2 

 

 

142 

484 

549 

956 

1,134 

373 

1,088 

2,484 

9,470 

9,788 

3,078 

225 

15,070 

425 

484 

549 

1,912 

2,268 

373 

3,264 

14,904 

18,940 

9,788 

3,078 

550 

 

 

 

 

 

合   計 71,605  

 


